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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　唐辛子と生姜が焼酎に漬け込まれたアルコール液からなる、肌荒れ、ただれ、かぶれな
ど（水虫によるものを除く）の皮膚異常改善外用剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、唐辛子の薬効成分と生姜の薬効成分とを利用した、肌荒れなどの皮膚異常を
改善するための外用剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、唐辛子や生姜は食用に供されるほか、その含有成分を薬効成分としても利用
されている。例えば、唐辛子はカプサイシンによる温間作用、血行促進作用などが代表的
である。一方生姜は、発汗作用、健胃作用、鎮吐作用、興奮作用、強壮作用などがあると
されている。
【０００３】
　唐辛子や生姜の薬効効果を利用する場合、これらを直接食すことにより利用する場合も
あるが、これらの含有成分をアルコール等により抽出したエキスとして利用することもあ
る。このような技術として、例えば特許文献１や特許文献２がある。特許文献１は、唐辛
子や生姜の抽出エキス等を利用した皮膚外用剤である。特許文献２は、生姜エキスと粉末
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唐辛子とを利用した体温調節剤（内服剤）である。
【０００４】
　特許文献１や特許文献２では、その血行促進効果などにより、肩こり、腰痛、喉痛、解
熱、鼻詰まり、咳き止め、リウマチなどに対して有効とされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平３－１０６８１８号公報
【特許文献２】特開２００７－１４５７７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１では神経痛やリウマチなど身体内部の異常に対して効果があ
るとされているのみであり、皮膚そのものの異常に対しては着目していない。また、特許
文献２は内服剤であり、そもそも皮膚の異常に対する効果は期待できない。
【０００７】
　これに対し、本発明者は唐辛子や生姜の薬効成分が皮膚異常にも効果があることを知見
し、本発明を完成するに至った。すなわち、本発明は従来とは異なる効能を利用した新た
な用途を提供するものであって、唐辛子成分と生姜成分とを利用した皮膚異常改善外用剤
を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そのための手段として、本発明の皮膚異常改善外用剤は、唐辛子成分と生姜成分とを含
有することを特徴とする。特に、唐辛子成分と生姜成分とを含有するアルコール液とする
ことが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、唐辛子成分と生姜成分の新たな効能を利用しており、皮膚の異常部位
（患部）に塗布することで、肌荒れなどの皮膚異常（肌トラブル）を改善することができ
る。これにより、完治するまでの時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】塗布前の状態を示す写真である。
【図２】塗布後の状態を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に、本発明の代表的な実施態様について説明する。本発明の皮膚異常改善外用剤（
以下、単に外用剤と称すことがある）は、唐辛子成分と生姜成分とを含有する。唐辛子由
来の抽出成分（薬効成分）としては、具体的にはカプサイシンが挙げられる。生姜由来の
抽出成分（薬効成分）としては、具体的にはジンゲロン、ジンゲロール、ショウガオール
が挙げられる。
【００１２】
　これらの薬効成分は、唐辛子及び生姜から抽出して得られる。その抽出方法としては、
水蒸気蒸留法、溶剤抽出法、超臨界二酸化炭素抽出法などが利用できるが、中でも溶剤抽
出法であれば安価で簡便に行えるため好ましい。抽出溶剤としては特に限定されないが、
例えばエタノール、プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、ブタノール等の低級
アルコール又は含水低級アルコール、或いは１，３－ブチレングリコール等の多価アルコ
ール又は含水多価アルコール、或いはアセトン、酢酸エチル、ヘキサン等の各種有機溶剤
による抽出が可能である。これらの溶剤は、１種のみを用いても良く、２種以上を混合し
て使用することもできる。また、焼酎や日本酒等の飲用アルコールにより抽出することも
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好ましい。飲用アルコール抽出であれば、飲用アルコールに含まれるミネラルや栄養成分
との相乗効果も期待できるからである。
【００１３】
　焼酎等の飲用アルコールも含めて、溶剤抽出する場合、唐辛子及び生姜の浸漬量は特に
限定されないが、溶剤１００重量部に対して、唐辛子及び生姜を合計で１０～２００重量
部程度とすればよい。唐辛子及び生姜の浸漬量が１０重量部未満では、薬効成分量が少な
くて改善効果が得難くなるからである。一方、唐辛子及び生姜の浸漬量が１００重量部を
超えても、改善効果に大差はなく、材料コストが嵩んでしまう。
【００１４】
　溶剤抽出する際の浸漬時間も、ある程度の薬効成分が抽出できている限り特に限定され
ないが、少なくとも１日以上は浸漬することが好ましい。十分量の薬効成分を抽出するに
は、１０日以上浸漬することが好ましく、より好ましくは２０日以上、さらに好ましくは
１ヶ月以上浸漬する。
【００１５】
　唐辛子成分や生姜成分を抽出する際、唐辛子や生姜をそのまま用いることもできるが、
適宜裁断ないし粉砕しておくことが好ましい。また、適宜乾燥したうえで使用することが
好ましい。これらの前処理を行うことで、抽出効率が向上する。使用する唐辛子としては
、カプサイシンを含む限り特に限定されず、赤唐辛子でも青唐辛子でもよい。生姜として
も、根生姜、葉生姜、矢生姜いずれも使用できる。
【００１６】
　本発明の外用剤は、上記抽出成分を食用油脂等により製剤化するなど、適宜加工して用
いることもできるが、単に抽出成分を含有する抽出液、好ましくはアルコール液とするこ
とが望ましい。加工の手間を省くことができ簡便だからである。抽出液とする場合は、適
宜溶剤を揮発させた濃縮液とすることも好ましい。濃縮液としていれば、薬効効率が向上
するからである。なお、抽出液とする場合は、抽出するために漬け込んだ唐辛子や生姜を
溶剤（抽出液）から取り出して使用することが好ましいが、漬け込んだ唐辛子や生姜を取
り出さずそのまま使用することもできる。
【００１７】
　本発明の外用剤は、唐辛子成分及び生姜成分を含有することで、肌荒れ、ただれ、かぶ
れなどの皮膚異常を改善することができる。当該外用剤は、皮膚異常が生じている患部に
直接塗布や噴霧すればよい。または、ガーゼ、ティッシュ、コットン、布帛、不織布など
に含浸させてこれらを患部に貼り付けておくことも好ましい。
【実施例】
【００１８】
　以下、実施例に基づき本発明を具体的に説明するが、これに限られることは無く、本発
明の要旨を逸脱しない範囲で変更が可能である。
【００１９】
　オーブンにて１００℃で３０分熱乾燥した生生姜１ｋｇと、半分に切断した乾燥唐辛子
（タカノツメ）８０ｇとを、アルコール分３５％の焼酎（ホワイトリカー）２斤（約１．
２ｋｇ）に３ヶ月以上漬け込んで、外用剤としてのアルコール液を作成した。
【００２０】
　当該外用剤を、数年間足裏の皮膚異常（図１参照）に悩んでいた患者の患部に、１日１
回、毎日適量塗布した。すると、目に見えて皮膚異常が改善していき、３ヵ月後には、図
２に示すように皮膚異常がほぼ完治した。これにより、唐辛子成分と生姜成分とを含有す
る外用剤は皮膚異常の改善効果があることが確認された。
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